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報

○
東
京
都
職
員
共
済
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合
の
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員
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す
る
規
程
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を
改
正
す
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規

則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
一
号

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
規
則
第
五
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
（
条
例
第
三
条
第
二
項
に
定
め
る
職
務
の
性
質
に
よ
り

特
別
の
勤
務
形
態
に
よ
っ
て
勤
務
す
る
必
要
が
あ
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一

日
ま
で
）
」
を
加
え
る
。

第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
等
）
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第
三
十
条

任
命
権
者
は
、
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
条
例
第
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第

五
条
若
し
く
は
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
又
は
超
過
勤
務
を
命
ず

る
と
き
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま
で
の
時
間
の
設

定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
二
号

東
京
都
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
無
料
低
額
宿
泊
所
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
令
和
元
年
東
京
都

規
則
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
磁
気
デ
ィ
ス
ク
、
シ
ー
・
デ
ィ
ー
・
ロ
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
一
定
の
事

項
を
確
実
に
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
三
号

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
二
年
東
京
都
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
記
第
十
四
号
の
二
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
記
第
三
十
六
号
の
二
様
式
及
び
第
三
十
六
号
の
四
様
式
中

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
生
活
保
護
法
施
行
細
則
別
記
第
十
四
号
の

二
様
式
、
第
三
十
六
号
の
二
様
式
及
び
第
三
十
六
号
の
四
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も

の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
四
号

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
項
中
「
附
則
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十

一
項
と
し
、
附
則
第
二
十
九
項
中
「
附
則
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を

附
則
第
三
十
項
と
し
、
附
則
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
附
則
第
二

十
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２５

第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
六
年
度
に
パ
ス
の
発
行
を
受
け
る
者
で
市
町
村
民
税
非
課

税
者
等
（
令
和
五
年
度
に
パ
ス
の
発
行
を
受
け
た
者
に
限
る
。
）
そ
の
他
市
町
村
民
税
非
課
税
者
等

に
相
当
す
る
者
と
し
て
知
事
が
別
に
定
め
る
者
の
費
用
負
担
額
は
、
千
円
と
す
る
。

別
表
中
「
株
式
会
社
東
急
ト
ラ
ン
セ

関
東
バ
ス
株
式
会
社

」
を

「
関
東
バ
ス
株
式
会
社

」
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
保
健
医
療
局
の
所
管
す
る
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
の
様

式
の
特
例
に
関
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
五
号

東
京
都
保
健
医
療
局
の
所
管
す
る
立
入
検
査
等
の
際
に
携
帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す

証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
法
律
又
は
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
立
入
検
査
等
の
際
に
職
員
が
携
帯
す
る
そ
の
身
分
を

示
す
証
明
書
及
び
狂
犬
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
四
十
七
号
）
第
六
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
同
法
第
六
条
第
二
項
の
捕
獲
人
が
携
帯
す
る
証
票
の
う
ち
、

狂
犬
病
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
規
則
第
百
八
十
四
号
）
第
二
条
で
定
め
る
別
記
第

二
号
様
式
に
よ
る
身
分
を
示
す
証
票
は
、
他
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に
よ
る
こ
と

が
で
き
る
。

一

食
品
表
示
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項

二

動
物
質
原
料
の
運
搬
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
条
例
第
三
号
）
第
十
八
条
第

一
項

三

プ
ー
ル
等
取
締
条
例
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
条
例
第
二
十
二
号
）
第
七
条
第
一
項

四

薬
局
等
の
行
う
医
薬
品
の
広
告
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
三
年
東
京
都
条
例
第
三

十
一
号
）
第
七
条
第
一
項

五

東
京
都
ふ
ぐ
の
取
扱
い
規
制
条
例
（
昭
和
六
十
一
年
東
京
都
条
例
第
五
十
一
号
）
第
十
七
条
第

一
項

六

東
京
都
小
規
模
貯
水
槽
水
道
等
に
お
け
る
安
全
で
衛
生
的
な
飲
料
水
の
確
保
に
関
す
る
条
例

（
平
成
十
四
年
東
京
都
条
例
第
百
六
十
九
号
）
第
十
二
条
第
一
項

七

東
京
都
食
品
安
全
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
六
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項

八

東
京
都
薬
物
の
濫
用
防
止
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
七
年
東
京
都
条
例
第
六
十
七
号
）
第
十
五

条
第
一
項

九

東
京
都
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
八
年
東
京
都
条
例
第
四
号
）
第
三
十

一
条
第
一
項

十

東
京
都
受
動
喫
煙
防
止
条
例
（
平
成
三
十
年
東
京
都
条
例
第
七
十
五
号
）
第
十
二
条
第
一
項

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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保
健
所
使
用
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
六
号

保
健
所
使
用
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

保
健
所
使
用
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
一
年
東
京
都
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
一
の
部
試
験
検
査
料
の
款
生
化
学
的
検
査
の
項
中
「
八
百
四
十
円
」
を
「
八
百
二
十
円
」
に
改

め
、
同
款
免
疫
学
的
検
査
の
項
中
「
八
百
九
十
円
」
を
「
八
百
七
十
円
」
に
、
「
八
百
四
十
円
」
を

「
八
百
十
円
」
に
改
め
、
同
款
微
生
物
学
的
検
査
の
項
中
「
五
百
十
円
」
を
「
五
百
三
十
円
」
に
、

「
千
四
百
四
十
円
」
を
「
千
四
百
八
十
円
」
に
、
「
千
八
百
四
十
円
」
を
「
千
九
百
二
十
円
」
に
、

「
二
千
三
百
二
十
円
」
を
「
二
千
四
百
八
十
円
」
に
、
「
二
千
七
百
二
十
円
」
を
「
二
千
六
百
四
十

円
」
に
、
「
三
千
三
百
九
十
円
」
を
「
三
千
二
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
款
負
荷
試
験
等
の
項
中
「
千

七
百
三
十
円
」
を
「
千
七
百
六
十
円
」
に
改
め
、
同
部
投
薬
料
の
款
処
方
箋
の
項
中
「
二
百
二
十
円
」

を
「
百
六
十
円
」
に
、
「
三
百
二
十
円
」
を
「
二
百
五
十
円
」
に
、
「
五
百
四
十
円
」
を
「
四
百
八
十

円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
一
の
部
試
験
検
査
料
の
款

負
荷
試
験
等
の
項
の
改
正
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
現
に
検
査
等
の
申
請
を
受
け
て
い
る
も
の
に
係
る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
七
号

東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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東
京
都
保
健
所
長
委
任
規
則
（
昭
和
五
十
年
東
京
都
規
則
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
フ
及
び
コ
中
「
第
四
十
四
条
の
三
の
二
第
六
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
の
五
第
六

項
」
に
、
「
第
五
十
条
の
三
第
六
項
」
を
「
第
五
十
条
の
六
第
六
項
」
に
改
め
、
同
号
ス
中
「
第
四
十

四
条
の
三
の
二
第
三
項
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
の
五
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ン
中
「
第
四
十
四
条

の
三
の
三
」
を
「
第
四
十
四
条
の
三
の
六
」
に
改
め
、
同
号
る
中
「
第
五
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第

五
十
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
中
「
第
五
十
条
の
四
」
を
「
第
五
十
条
の
七
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す

る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
八
号

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
九
十

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
、
」
を
「
指
定
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
所
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
」
を
削
り
、
「
指
定
介
護
予
防

訪
問
看
護
事
業
所
及
び
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
又
は
」
を
「
指
定
介
護
予

防
訪
問
看
護
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
及
び
」
に
改
め
、
「
介
護

予
防
訪
問
看
護
を
い
う
。
）
を
行
う
者
が
運
営
す
る
も
の
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「
又
は
介
護
医
療

院
」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
医
療
費
助
成
の
額
の
欄
一
ロ
中
「
別
表
の
３
」
を
「
別
表
の
４
」
に
改
め
る
。

別
記
第
十
七
号
様
式
()裏
中
「指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

」
を
「介

護
医
療
院

」
に
改
め
、
「、

介

護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

」
を
削
り
、
「及

び
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導

」
を
「、

介
護
予
防
居
宅

療
養
管
理
指
導
及
び
介
護
医
療
院
サ
ー
ビ
ス

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の
助
成
に
関
す
る
規
則
（
以

下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と

い
う
。
）
以
後
に
行
わ
れ
た
医
療
等
に
係
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
行
わ
れ

た
医
療
等
に
係
る
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
難
病
患
者
等
に
係
る
医
療
費
等
の

助
成
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
別
記
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
医
療
券
で
、
現

に
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
新
規
則
別
記
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
医
療
券
と
み
な
す
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
旧
規
則
別
記
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、

所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
三
十
九
号

東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
保
安
林
の
指
定
及
び
解
除
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
二
百
五
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
掲
示
」
を
「
掲
示
、
公
衆
の
閲
覧
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示
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◉
東
京
都
告
示
第
三
百
三
十
八
号

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
令
和
六
年
東
京
都
規
則
第
三
十

四
号
）
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規
則
第
三
百

四
十
号
。
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
別
に
定
め

る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

令
和
五
年
度
に
パ
ス
の
発
行
を
受
け
た
者
で
、
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
附
則
第
二
十
四
項
の
規
定

に
よ
り
費
用
負
担
額
を
千
円
と
さ
れ
た
も
の
（
改
正
後
の
規
則
附
則
第
二
十
五
項
に
規
定
す
る
市
町

村
民
税
非
課
税
者
等
及
び
令
和
五
年
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
四
号
（
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例

施
行
規
則
附
則
第
二
十
四
項
に
よ
り
知
事
が
別
に
定
め
る
者
）
二
の
規
定
に
基
づ
き
費
用
負
担
額
を

千
円
と
さ
れ
た
者
を
除
く
。
）

二

令
和
六
年
度
に
パ
ス
の
発
行
を
受
け
る
者
で
、
令
和
五
年
の
合
計
所
得
金
額
（
地
方
税
法
（
昭
和

二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
合
計
所
得
金

額
を
い
う
。
た
だ
し
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
三
十
三
条
の
四

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
四
条
の
三

第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
、
第
三
十
五
条
の
三
第
一
項
又
は
第
三

十
六
条
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
合
計
所
得
金
額
か
ら
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成

十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
控
除
額
を
控
除
し
て
得
た

額
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
が
百
三
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
を
証
し
た
も
の
（
や
む
を
得
な
い

事
由
に
よ
り
令
和
五
年
の
合
計
所
得
金
額
が
百
三
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
令
和
四
年
の
合
計
所
得
金
額
が
百
三
十
五
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
を
証
し
た
も

の
）

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
三
十
九
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
保
健
医

療
計
画
を
変
更
し
た
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供

す
る
。令

和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

縦
覧
期
間

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
十
日
ま
で
。
た
だ
し
、
日
曜
日
、
土
曜
日
及
び
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
。

二

縦
覧
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

三

縦
覧
場
所

東
京
都
保
健
医
療
局
医
療
政
策
部
医
療
政
策
課

新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
二
十
八
階

規

則
（
教
）

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公

布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
号

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
七
年
東
京
都
教
育
委
員

会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
（
条
例
第
四
条
第
二
項
に
定
め
る
職
員
に
つ
い
て
は
、

六
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
）
」
を
加
え
る
。
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第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
等
）

第
三
十
条
の
二

教
育
委
員
会
は
、
職
員
が
教
育
職
員
、
実
習
助
手
、
寄
宿
舎
指
導
員
そ
の
他
の
別
に

定
め
る
職
員
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
条
例
第
四
条
第
一
項
、
第
六
条
若
し
く
は
第
九
条
の
規
定
に
よ

り
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
又
は
超
過
勤
務
を
命
ず
る
と
き
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま
で
の
時
間
の
設
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
一
条
中
「
並
び
に
第
三
十
条
第
二
項
」
を
「
、
第
三
十
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
条
の
二
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
交
）

◉
交
通
局
規
程
第
十
四
号

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
交
通
局
長

久

我

英

男

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改

正
す
る
規
程

東
京
都
交
通
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
交
通
局
規
程

第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
の
二
の
二
第
一
項
中
「
第
九
条
に
規
定
す
る
勤
務
（
以
下
「
」
及
び
「
」
と
い
う
。
）
」
を

削
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
（
普
通
勤
務
イ
以
外
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
日

か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
）
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
等
）

第
三
十
条
の
二

所
属
長
は
、
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
五
条
第
一
項
、
第
三
項
若
し
く
は
第
五

項
若
し
く
は
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
、
又
は
超
過
勤
務
を
命
ず

る
と
き
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま
で
の
時
間
の
設

定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
一
車
両
電
気
部
の
部
車
両
検
修
場
の
項
中
「
整
備
区
」
の
下
に
「
、
車
両
技
術
セ
ン
タ
ー
」

を
加
え
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
水
）

◉
東
京
都
水
道
局
管
理
規
程
第
五
号

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
水
道
局
長

西

山

智

之

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程

東
京
都
水
道
局
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
水
道
局
管

理
規
程
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
（
交
替
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
日
か
ら
十
月
三

十
一
日
ま
で
）
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
等
）

第
三
十
三
条
の
四

所
属
長
は
、
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
五
条
第
一
項
、
第
二
項
若
し
く
は
第

四
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
又
は
超
過
勤
務

を
命
ず
る
と
き
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま
で
の
時

間
の
設
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条
中
「
第
三
十
三
条
の
三
」
を
「
第
三
十
三
条
の
四
」
に
改
め
る
。
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附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規

程
（
下
水
）

◉
東
京
都
下
水
道
局
管
理
規
程
第
三
号

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規

程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
下
水
道
局
長

佐
々
木

健

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

東
京
都
下
水
道
局
企
業
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
下

水
道
局
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
一
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
（
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
の
割

振
り
を
定
め
ら
れ
た
職
員
に
つ
い
て
は
、
六
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
）
」
を
加
え
る
。

第
三
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
等
）

第
三
十
三
条
の
二

所
属
長
は
、
局
長
が
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
三
条
、
第
四
条
第
一
項
、
第

五
条
、
第
八
条
第
一
項
及
び
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
又
は
超

過
勤
務
を
命
ず
る
と
き
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま

で
の
時
間
の
設
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
中
「
第
三
十
三
条
」
を
「
第
三
十
三
条
の
二
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

雑

報

東
京
都
職
員
共
済
組
合
の
職
員
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
二
十
八
日

東
京
都
職
員
共
済
組
合

理
事
長

黒

沼

靖

◉
東
京
都
職
員
共
済
組
合
規
程
第
一
号

東
京
都
職
員
共
済
組
合
の
職
員
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

東
京
都
職
員
共
済
組
合
の
職
員
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
職
員
共
済
組
合
規
程
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二

項
中
「
又
は
第
二
号
」
を
削
る
。

第
三
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
確
保
等
）

第
三
十
一
条
の
二

理
事
長
は
、
別
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若

し
く
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
正
規
の
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
と
き
又
は
超
過
勤
務
を
命

ず
る
と
き
は
、
職
員
の
健
康
及
び
福
祉
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
終
業
か
ら
始
業
ま
で
の
時
間
の

設
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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